
462
CHEMOTHERAPY

JUNE 1991

複雑性尿路感染症に対するCefepimeの 臨床的検討
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新 しい注射用セファロスポ リン系抗生物質であるcefepimeを11例 の 複雑性尿路感染症患

者に投与 し,臨 床効果 と安全 性について検討 した。薬剤投与法は,本 剤を1回1g,1日2回 点

滴静注 し,投 与期間は5日 間 とした。このうちUTI薬 効 評価基準によ り効果判定可能であった

症例 は8例 で,有 効4例,無 効4例 であった。細菌学的効果 では,菌 消失率 は91.7%で あ っ

た。 自他覚的副作用は全例 とも認め られず,臨 床検査値の異常変動 も認め られなかった。
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Cefepimeは ブ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社で開発された注射用セファロスポ リン系抗生物質で

ある。本剤はグラム陽性菌および陰性菌に対 し広範囲

な抗菌 スペ ク トルを有 し,特 にStaphyJococcus aureus

等の グラム陽性菌か らPseudomonas aemginosa等 を

含むグラム陰性菌 まで優 れた抗菌作用 を示 し,さ らに

各種 β-ラ クタマーゼに対 して極めて安定であるとさ

れている1)。また点滴静注に より高い血中濃度が得 ら

れ,尿 中には投与後24時 間までに約80%が 未変化体

として排泄され る1)。今回我々は,複 雑性尿路感染症に

対 し本剤を投与 し,そ の臨床効果お よび安全性につい

て検討 した。

対象は,東 京慈恵会医科大学病院泌尿器科 に入院 し

た慢性複雑性膀胱炎患者11症 例である。基礎疾患 とし

ては,前 立腺癌3例,膀 胱腫瘍,前 立腺肥大症,陰 茎

癌,膀 胱結石が各々2例 であった。薬剤の投与方法は,

本剤 を1回1g,1日2回 点滴静注(溶 解液は生理食塩

液100ml,点 滴時間30分)し,投 与期間は5日 間を原

則 とした(Table 1)。 効 果の判定は,UTI薬 効評価基

準(第3版)2)に 従 い,著 効(Excellent),有 効

(Moderate),無 効(PoOr)の3段 階に分 けて評価 し

た。なお,UTI薬 効 評価基準の適用不可能な症例につ

いては,自 覚症状,膿 尿,細 菌尿 を指標 として主治医

判定を行った。 また,本 剤の安全性 を検討するために,

本 剤投与中および投与後に,発 疹や発熱 などのアレル

ギー症状,下 痢や嘔気などの消化器症状発現の有無を

観察 した。 さらに本剤投与前後に,血 液一般検査,肝

機能検査(GOT,GPT,A1-P),腎 機 能検査(BUN,

S-creatinine)な どの各種臨床検査値 に対する影響 も

検討 した。

各症例 に対 す る臨床成 績お よび副作用の有無を

Table 1に 示 した。UTI薬 効評価基準により判定可能

であった症例は8例 で,こ れ らの膿尿に対する効果は

全例不変 であった。細菌尿に対する効果は,消 失4例,

菌 交代3例,不 変1例 であった。これらをまとめた総

合臨床効果は,有 効4例,無 効4例 であった。UTIの

病 態群別に見た臨床効果では,1群(単 独感染,カ テー

テル留置群)の4例 中2例 が有効で2例 が無効,4群

(単独感染,下 部尿路感染症)の1例 が無効であった。

複数菌感染は3例 あ り,い ずれ もカテーテル留置症例

の第5群 で,2例 が有効,1例 が無効であった。また,

対象症例11例 に対す る主治医判定では,有 効7例,や

や有効3例,無 効1例 で,主 治医判定による有効率は

63.6%で あ った。

細菌学的には,Table2の ご とく,9菌 種12株 が分

離された。この うち存続 したのは,Entmcoccus sp.2

株 の うちの1株 のみで,グ ラム陰性菌群は,P.aerugi-

nosa の3株 を含み8株 すべてが消失 した。全体 として

は12株 中11株 が 消失 し,細 菌学的有効率は9L7%で

あ った。

自他覚的副作用は,本 剤投与中および投与後におい

て も特に問題 となるようなものは認め られず,本 剤投

与後の臨床検査値 異常変動 も全例 認め られなかった。

今回の検討では,UTI薬 効 評価可能であった8例 の

うち,4例 が有効で,4例 が無効 とあまり満足すべ き成

績ではなかった。これは無効例 の4症 例の うち3症 例

(症例1,3,7)が カ テーテル留置症例であ り,膿 尿の

改善がみ られず,か つ投与後に菌交代が2例(症 例3,

*〒105東 京都 港 区 西新 橋3-19-18



VOL.39 S-2 複雑性尿路感染症に対す るCefepimeの 臨 床的検討 463

Table 1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with cefepime

CCC: chronic complicated cystitis

NT: not tested

YLO: yeast like organism

CNS: coagulase negative staphylococci

* Before treatment

After treatment

** UTI criteria proposed by the UTI Committee

Dr : Dr's evaluation

Table 2. Bacteriological response to cefepime in complicated UTI

*Regardless of bacterial count

7)に 生 じた ため の 結 果 で あ る。 ま た,他 の1例(症 例

5)は カ テー テ ル 非 留 置 症 例 で あ っ た が,や は り膿 尿 の

改 善 が な く,菌 交 代 を生 じて い た(Table1)。 こ の よ

うに,こ れ ら無 効 の4例 中3例 に,起 因 菌 は 消 失 し た

が 菌 交 代 が 生 じて い る こ と,ま た3例 と もYLO(yeast

likeorganism)が 出 現 した こ とが,今 ・回 の検 討 で は

特徴 の 一 つ と して あ げ られ る。 細 菌 学 的 に は,グ ラ ム

陽 性 菌 で はEmterococcusfaecalis1株,coagulase

negativestaphylococci(CNS)1株,Enterococcussp.

2株 の計4株 の うちEntmcoccussp.の1株 が存続 し

た。一方,グ ラム陰性菌8株 はすべて消失 し,特 にこ

れらのうち,Paeruginosa3株,Se7ratiamamscens

1株 が すべて消失 した ことは,注 目すべ き結果である

と思われた。

今回の検討では症例数が少な く,有 効例 も半数 しか

なか ったことより,本 剤の有用性を結論づけることは

で き な か っ た。 しか し,細 菌 学 的 効 果 で は,P

aemginosa,S.marcescensに 対 す る効果を含め良好な
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成績が得られており,菌 種や患者の病態を考慮した上

で使用すれば,臨 床上有用な薬剤になり得ると考えら

れた。
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We studied the clinical efficacy of cefepime, a new cephalosporin. Cefepime was administered to
11 patients with complicated urinary tract infections for 5 days at a daily dose of 2.0 g by intravenous

drip infusion. In 8 of these patients, who could be evaluated by the criteria proposed by the UTI
Committee, overall clinical efficacy was moderate in 4 cases and poor in 4 cases. The bacteriological
efficacy rate was 91.7%. There were no noteworthy signs or symptoms related to side effects and no
abnormal change in laboratory examinations.


